
　　　　

2025 年 3 月 7 日

10 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
支援を必要としている障害のある子どもに対して放課後の居場所を提供し、個々の子どもの状況に応じて５領域の視点から発達支援を行うことにより、子どもの最善の利益とレスパイトケ
アも図るものとします。「共に生き、共に働く社会の創造」を合言葉にすべての子どもや障害をかかえている方の命や人権が大切にされる社会づくりを目指していきます。

事業所名 長町そら 作成日支援プログラム（参考様式）

自分に入ってくる情報を適切に確認できるようにしていく。拘りや偏りを軽減していく。
集中する事、見通しを立てる事、危険回避に留意する。

場面場面に応じたコミュニケーションを構築していく。
対人関係を作り、言葉のキャッチボールに取り組んでいく。

集団に参加するための手順を通して遊びや集団活動に参加できるように支援していく。
大人の力を必要とした場合は媒介となり、人間関係を構築していく。

支援方針

・1人1人の子どもの違いや個性を尊重していきます。
・子どもの持つ力を信じ、育てていきます。
・子どもたちの命を育む自然、人、文化など豊かな社会関係を作りだしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 お正月会（初詣）、雛祭り、こどもの日、縁日、合同大運動会、夏休みイベント（トマト狩り、廃油学習、公園遊び、ウエルフェア参加、老人デイ訪問、玉ねぎ取り（畑）

（別添資料１）

家族に対する支援
・事業所内での相談の受け入れ
・送迎時の相談の受け入れ
・兄弟姉妹の進学相談

地域とのつながり
・発達相談支援センターからの育ちの情報をいただき成育歴を知る。
・他事業所や利用している児童館との情報共有。

地域支援・地域連携 ・相談支援事業所との担当者会議を開催して情報を共有している。 職員の質の向上・研修
・事業所内外における研修の年間計画を立て取り組んでいる。又、資格取
得（強度行動障害等）にも力を入れている。

支　援　内　容

スケジュール表やホワイトボードを確認しながら生活の流れを確認していく。
一人で食べられる事、排泄、温度に応じた衣服の着脱に留意していく。

ラジオ体操・ダンス・スポーツ等集団活動に参加し、視覚や聴覚、触覚等の感覚を十分活用していく。
身体を動かし仲間と交流する能力を伸ばしていく。
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